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 本論文は、日本語における敬語の起源および発展の在り方に関し、原理的かつ本質的な考察を加
えたものであり、「序説」「総論（第一部・第二部）」「各論（第一部・第二部）」から成る。 
 「総論第一部 敬語の原理－敬意表現の起源と意義について－」は、日本語における敬語の起源と
発展の在り方、それに基づく敬語の基本的類型を論じたものである。古代日本人は、ウチ・ソトと
いった世界認識を有し、畏怖すべきソトの世界の森羅万象に対して、自らの願いを訴える際に音を
延ばした遠隔表現を用いた。これがやがてウタとなるが、ウタが洗練され芸術化するのに伴い、代
替表現として敬語表現が発展したとする。その点で、下位者と上位者との交流を専らとする「階級
遵守語」を敬語の基本的類型と認定し、その具体的使用例を時代ごとに詳しく検討する。なお、他
に上位・下位の区別が明確でない場合に使用する「礼儀語」、自己の品位・階級を保つために使用す
る「自己品位語」といった敬語の類型も存在する。 
 「総論第二部 現代の待遇表現の構造と実態」は、日本人の関係認識がウチ・ソトからウチ・ソト・
ヨソへと変化したことにより、現代の待遇表現の使用実態および使用意識がどのような特徴を有す
るようになったかという点を、「これからの敬語」（1952 年）、「現代社会における敬意表現」（2000
年）、「敬語の指針」（2007 年）といった国語政策の変遷を批判的に検討することを通して明らかに
している。また、そういった現代の待遇表現の基本的構造が崩れることによってどのような問題点
が生じているか、それに対して敬語論としてどのよう方策を提言できるかについても述べる。 
 「各論第一部 現代の待遇表現の特徴」は、現代の待遇表現に見られる「基本原則」、「特徴的な現
象」について明らかにした後、「命令・依頼表現」、「忠告・禁止表現」、「あげる・もらう・くれる」
といった「恩恵授受表現」を取り上げ、そこに見られる様々な形式の「敬意の段階」を一覧表示す
るとともに、その段階を左右するファクターについて具体的、かつ詳細に論じる。 
 「各論第二部 現代の待遇表現の種類」は、従来、断片的にしか取り上げられなかった「敬語に見
られる文法表現」、「肯定・否定の応答」、「問い直し」、「挨拶行動での待遇表現」といった様々な表
現類型における待遇表現を網羅的、かつ体系的に取り上げ、その用法を詳細に論じたものである。
ここでは、挨拶表現を広い意味での待遇表現として取り込んでいる点に一つの特色が見られる。 
 以上、本論文は、日本語における敬語の起源と展開に関する大胆な仮説を立て、それを、敬語使
用の歴史的事象を通覧することによって検証するとともに、その延長としての現代待遇表現の原理
と様相を詳細に論じている。その深い洞察力に基づいた考察は、従来の日本語学の敬語論には見ら
れない射程を有し、今後の敬語研究に大きく寄与するものと評価できる。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
 
